
摂
政
藤
原
道
長
の
随
身
員
数
に
つ
い
て 

　
─
長
和
元
年
大
嘗
会
御
禊
に
お
け
る
随
身
新
加
の
検
討
か
ら
─牧　

野　

千　

里

は
じ
め
に

「
随
身
」
と
い
う
語
は
、
古
く
は
『
日
本
書
紀
』
雄
略
天
皇
九
年
三
月
条
に
み
え
る
。
吉
備
上
道
采
女
大
海
を
紀
小
弓
に
下
賜
し
、「
為
二

随
身
一

視
養
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
随
身
の
意
は
随
っ
て
身
辺
の
世
話
を
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
夫
婦
関
係
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
六
国

史
中
に
み
え
る
随
身
は
、
単
純
に
「
身
に
随
う
」
の
意
で
の
動
詞
と
し
て
の
用
例
も
多
い
が
、『
続
日
本
紀
』
以
降
は
「
随
身
之
兵
」
や

「
随
身
兵
仗
」
と
い
う
よ
う
に
、
武
人
を
示
す
言
葉
と
合
わ
さ
り
、「
近
侍
の
武
人
」
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
用
い
ら
れ
る
例
も
多
く
み
え

は
じ
め
る（

（
（

。
そ
し
て
、
平
安
時
代
に
は
、
随
身
＝
身
辺
警
護
の
武
官
た
る
人
々
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
職
能
を
も
つ
特
定
の
人
物
を
指
す
言

葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
随
身
」
と
い
う
立
場
・
職
能
が
貴
族
社
会
に
お
い
て
確
立
し
た
様
相
を
伺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

摂
関
の
随
身
は
、
藤
原
良
房
に
は
じ
め
て
賜
与
さ
れ
た
後
、
次
代
の
基
経
で
定
数
化
さ
れ
、
以
降
代
々
の
摂
関
が
賜
っ
た（

（
（

。
摂
関
の
職
に

あ
る
者
で
随
身
を
賜
与
さ
れ
な
い
例
は
な
く
、
こ
れ
は
摂
関
の
一
つ
の
特
権
と
し
て
次
第
に
制
度
化
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
十
一
世
紀

55



初
頭
に
摂
政
と
な
っ
た
藤
原
道
長
は
、
非
摂
関
と
し
て
の
も
の
を
含
む
と
、
生
涯
に
お
い
て
六
度
の
随
身
賜
与
を
受
け
て
い
る（

（
（

。
摂
関
の
随

身
の
定
数
に
は
、
十
世
紀
後
半
以
降
変
動
が
あ
る
が（

（
（

、
道
長
期
に
は
こ
れ
ら
が
昇
華
さ
れ
新
た
な
形
式
が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら

は
「
御
堂
流
」
の
先
例
と
し
て
、
院
政
期
の
摂
関
へ
と
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
。
道
長
の
随
身
に
つ
い
て
は
、
摂
関
就
任
後
ば
か
り
が
取
り
沙
汰

さ
れ
る
が
、
非
摂
関
と
し
て
随
身
を
賜
る
四
例
も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
摂
関
制
の
全
盛
と
評
価
さ
れ
る
道
長
の

政
権
期
は
、
摂
関
の
随
身
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
一
つ
の
完
成
を
迎
え
た
時
期
な
の
で
あ
る
。

随
身
に
つ
い
て
は
竹
内
チ
ヅ
子
氏
に
よ
る
研
究
の
ほ
か
、
笹
山
晴
生
氏
に
よ
る
概
説
な
ど
が
あ
る（

（
（

。
笹
山
氏
は
摂
関
の
随
身
の
変
遷
に
つ

い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
道
長
の
随
身
に
つ
い
て
は
や
は
り
摂
政
就
任
後
に
つ
い
て
の
み
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
摂
政
就
任
後
の
員
数
は

む
し
ろ
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
随
身
員
数
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
外
孫
・
後
一
条
天
皇
の
摂
政
と
し
て
破
格
の
待
遇
に
て
随
身
を
賜
与
さ
れ
る
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
以
前
に
目
を
向
け
、

院
政
期
と
の
連
続
性
の
中
で
道
長
期
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
随
身
保
有
と
い
う
面
か
ら
検
討
す
る
。

一
　
道
長
へ
の
随
身
賜
与
の
諸
例

先
述
の
通
り
道
長
は
生
涯
に
お
い
て
複
数
回
随
身
賜
与
を
受
け
て
お
り
、
長
和
五
年
の
随
身
賜
与
は
、
実
に
五
度
目
の
も
の
で
あ
っ
た
。

正
月
二
十
九
日
に
外
孫
敦
成
親
王
（
後
一
条
）
の
即
位
に
よ
り
摂
政
と
な
っ
た
道
長
に
、
翌
三
十
日
に
賜
与
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
員
数
に
つ

い
て
、『
公
卿
補
任
』
は
、

卅
日
勅
。
宜
下

賜
二

内
舎
人
二
人
。
左
右
近
衛
府
生
已
下
各
六
人
一。
以
為
中

随
身
兵
仗
上。

と
記
す
。
内
訳
に
変
遷
は
あ
る
も
の
の
、
基
経
以
降
の
摂
関
の
随
身
の
定
数
は
十
人
で
あ
り
、【
内
舎
人
二
人
、
左
右
府
生
各
一
、
左
右
近
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衛
各
五
、
計
十
四
人
】
と
い
う
員
数
は
、
そ
れ
を
大
き
く
超
え
る
も
の
で
、
先
例
と
し
て
は
父
・
兼
家
、
兄
・
道
隆
が
そ
れ
ぞ
れ
同
数
を

賜
っ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
内
訳
も
先
例
に
同
じ
く
【
内
舎
人
二
人
、
左
右
近
衛
府
生
各
一
、
左
右
近
衛
番
長
各
一
、
左
右
近

衛
各
四
、
計
十
四
人
】
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
当
該
の
随
身
賜
与
に
際
し
て
人
々
が
注
目
し
た
の
は
、
新
た
に
道
長
の
随
身
に
内
舎
人
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。『
御
堂

関
白
記
』
当
日
条
に
は
、

卅
日
、
乙
亥
、（
中
略
）
依
レ

仰
二

皇
太
后
宮
一、
同
宮
大
夫
（
俊
賢
）
余
賜
二

随
身
一

下
二

勅
書
一、
内
舎
人
新
加
、
自
余
如
レ

元
。

と
あ
る
。
新
主
の
宣
旨
に
よ
っ
て
新
た
に
随
身
を
賜
与
さ
れ
る
場
合
、
先
代
に
引
き
続
き
摂
関
と
な
る
者
は
、
続
け
て
同
数
を
賜
与
さ
れ
る

こ
と
が
常
で
あ
っ
た（

（
（

。
新
た
に
内
舎
人
を
加
え
る
と
い
う
道
長
へ
の
待
遇
は
破
格
の
も
の
で
あ
る
。

『
小
右
記
』
翌
日
条
に
は
、

一
日
、
丙
子
、（
中
略
）
資
平
云
、
昨
日
給
二

随
身
内
舎
人
二
人
於
摂
政
一

之
勅
書
事
、
先
申
二

母
后
一、
被
レ

仰
二

上
卿
一、（
中
略
）
摂
政
以
二

資
平
一

被
レ

命
云
、
可
レ

参
二

八
省
一、
可
二

同
道
一

者
、
午
二
剋
覧
草

、
只
今
午
四
剋
、
申
二
剋
可
レ

発
二

遣
於
使
一、
仍
蹔
候
レ

陣
、
而
摂
政
参
二

八
省
一、

大
納
言
頼
通
、
中
納
言
俊
賢
・
行
成
・
懐
平
・
教
通
・
頼
宗
・
経
房
、
参
議
兼
隆
与
余
同
車
、

・
道
方
・
朝
経
追
従
、
摂
政
例
随
身
外
今
日

随
身
内
舎
人
、
余
頗
後
参
二

八
省
一

と
、
実
際
に
道
長
が
内
舎
人
を
具
す
る
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
周
囲
の
関
心
の
高
さ
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。

こ
こ
に
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
の
時
道
長
に
賜
与
さ
れ
た
随
身
の
員
数
は
、
摂
関
が
賜
る
定
数
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
先
に

示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
舎
人
の
こ
と
の
み
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
、
近
衛
の
追
加
に
関
し
て
言
及
が
な
い
の
は
い
さ
さ
か
不
自

然
で
あ
る
。
ま
た
、
道
長
自
身
が
「
自
余
如
元
」
と
記
す
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
と
き
の
変
化
が
あ
っ
た
の
は
内
舎
人
の
こ
と
の
み
で
あ
る
と

み
て
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
で
は
、
近
衛
二
人
は
い
つ
の
時
点
で
加
わ
っ
た
の
か
。
こ
れ
を
考
え
る
上
で
は
、
長
和
五
年
以
前
の
道
長
の

摂政藤原道長の随身員数について57



随
身
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

道
長
が
衛
府
の
長
官
と
し
て
で
は
な
く
、
別
勅
に
よ
り
初
め
て
随
身
を
賜
っ
た
の
は
、
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
八
月
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。

同
年
七
月
二
十
日
に
左
大
臣
と
な
っ
た
道
長
は
、
も
と
の
如
く
左
大
将
を
兼
官
し
て
い
た
が
、
こ
の
日
に
辞
し
、
童
随
身
六
人
を
賜
与
さ
れ

た
。『
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
九
条
右
大
臣
例
」
で
あ
る
と
い
う（

（
（

。

そ
し
て
、
こ
の
二
ヶ
月
後
の
十
月
九
日
に
、
童
随
身
を
止
め
て
、【
左
右
近
衛
府
生
各
一
、
左
右
近
衛
各
四
、
計
十
人
】
を
賜
与
さ
れ
た（
（1
（

。

道
長
は
当
時
内
覧
と
は
い
え
、
非
摂
関
で
そ
れ
に
相
当
す
る
員
数
を
賜
与
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。

道
長
へ
の
随
身
賜
与
の
三
例
目
は
、
長
保
元
年
（
九
九
九
）
三
月
十
六
日
の
一
条
院
行
幸
に
際
し
て
で
あ
る
。
こ
の
前
年
に
病
に
よ
り
官

職
な
ら
び
に
随
身
、
内
覧
を
辞
退
し
て
い
た
た
め
、「
下
官
又
如
レ

元
賜
二

随
身
一、
即
申
レ

慶
」
し
た
と
い
う
。
員
数
に
つ
い
て
は
、
元
の
如
く

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、『
本
朝
世
紀
』
が
記
す
【
左
右
近
衛
府
生
各
一
、
左
右
近
衛
各
四
、
計
十
人
】
で
あ
る
と
み
て
問
題
な
い
だ
ろ
う（
（1
（

。

も
し
員
数
に
変
更
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
道
長
自
身
が
殊
に
記
録
す
る
は
ず
で
あ
る
。『
公
卿
補
任
』
は
、【
左
右
近
衛
府
生
各
一
、
左
右
近
衛

各
六
、
計
十
四
人
】
と
す
る
が
、
先
述
の
点
に
加
え
、
こ
の
よ
う
な
員
数
例
は
管
見
で
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
も
、
誤
り
で
あ
る

と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
、
編
纂
段
階
で
長
和
五
年
正
月
の
員
数
例
と
混
同
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か（
（1
（

。

四
例
目
は
、
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
六
月
十
三
日
の
、
三
条
天
皇
の
受
禅
日
の
賜
与
で
あ
る
。『
御
堂
関
白
記
』
に
の
み
賜
与
の
こ
と

が
記
さ
れ
る（
（1
（

。
員
数
に
つ
い
て
は
、
同
日
条
に
「
勅
授
余
加
二

随
身
一

等
宣
旨
下
」
と
あ
る
の
み
で
記
載
は
な
い
。
但
し
、
代
替
わ
り
に
よ
る

賜
与
で
あ
る
た
め
、
む
し
ろ
特
記
が
な
い
こ
と
か
ら
も
、
従
来
の
随
身
を
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
先
の
随
身
と

同
数
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

以
上
か
ら
、
道
長
の
随
身
員
数
は
長
徳
二
年
十
月
九
日
以
降
、【
左
右
近
衛
府
生
各
一
、
左
右
近
衛
各
四
、
計
十
人
】
で
動
か
な
か
っ
た
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表
1．
藤
原
道
長
の
随
身
員
数
（
左
大
将
辞
退
以
降
）

N
o.

随
⾝
賜
与
年
月
日

天
皇

年
齢

位
階

官
職

内
舎
人
近
衛
府
生
近
衛
番
⻑

近
衛

兵
衛

計
賜
与
理
由

員
数
出
典

備
考

1
⻑
徳
2
（
996）

8
月
9
日

一
条

31
正
二
位
内
覧
／

左
⼤
臣

6
内
覧

（
辞
左
⼤
将
）
補
任
、
愚
管

「
童
随
⾝
」
九
条
右
⼤
臣
例
（『
補
任
』）。

前
年
5
月
11日

内
覧
、
6
月
19日

⽒
⻑
者
。
随

⾝
賜
与
同
日
に
左
⼤
将
を
辞
す
。

2
　
　
  〃
　
　
  10月

9
日

一
条

31
正
二
位
内
覧
／

左
⼤
臣

2
8

10
内
覧

補
任
、
紀
略
、

愚
管

（
童
随
⾝
止
）

3
a

⻑
保
元
（
999）

3
月
16日

一
条

34
正
二
位
内
覧
／

左
⼤
臣

2
8

10
内
覧

（
随
⾝
如
元
）

世
紀

一
条
院
行
幸
。
元
の
如
く
随
⾝
を
賜
う
（『
御

堂
』）。

前
年
、
病
の
た
め
官
職
及
び
内
覧
、

随
⾝
を
辞
す
。
○
史
料
間
の
員
数
に
ズ
レ
。

3
b

2
12

14
補
任

（
以
下
員
数
記
載
無
し
『
紀
略
』『
御
堂
』『
台

記
』『
愚
管
』。「
如
元
」
と
あ
り
。）
＊『
愚

管
』
の
記
す
日
付
は
誤
り
か
。

4
寛
弘
8
（
1011）

6
月
13日

三
条

46
正
二
位
内
覧
／

左
⼤
臣

？
（
10カ
）

内
覧

御
堂

☆
三
条
天
皇
受
禅
日
。『
御
堂
』
に
随
⾝
を
給

う
の
記
載
あ
り
（
員
数
な
し
）。

5
⻑
和
5
（
1016）

正
月
30日

後
一
条

51
正
二
位
摂
政
／

左
⼤
臣

2
2

2
8

14
摂
政

補
任

☆
後
一
条
天
皇
受
禅
日
。
こ
の
日
新
た
に
内

舎
人
2
人
を
加
え
る
こ
と
、『
御
堂
』『
小
右

記
』
に
記
載
あ
り
（
皇
太
后
の
仰
せ
に
よ
る
）。

6
　
　
  〃
　
　
　
 6
月
10日

後
一
条

51
正
二
位
摂
政
／

左
⼤
臣

2
12

12
26

褒
賞

小
右
記
、
紀
略
、

補
任
、
略
記

〇
忠
仁
公
例
。
兵
衛
を
辞
退
す
る
こ
と
、『
御

堂
』
に
記
載
あ
り
。

も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
先
に
も
述
べ
た
が
、「
十
人
」
と
い
う
数
は
、
摂
関
の
随
身
の
定
数
と
し
て
基
経
以
降
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で

あ
る
。

『
小
右
記
』
長
和
元
年
六
月
十
七
日
条
で
は
、
実
資
が
、
道
長
が
病
の
た
め
辞
退
を
奏
上
し
た
随
身
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い

る
が
、「
昨
日
、
冠
せ
し
む
る
随
身
十
人
を
し
て
、
厩
の
馬
に
騎
ら
し
め
、
廻
ら
せ
見
る
。
然
る
べ
か
ら
ざ
る
事
な
り
。
辞
表
を
収
め
ら
る

る
の
後
、
随
身
を
召
し
仕
ふ
べ
か
ら
ず
。」
と
あ
り
、
こ
の
「
随
身
十
人
」
と
い
う
表
現
は
、
件
の
検
討
を
肯
定
し
得
る
も
の
で
あ
る
だ
ろ

う
。
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
長
和
元
年
六
月
段
階
で
の
道
長
の
随
身
は
、「
十
人
」
な
の
で
あ
る
。
道
長
に
随
身
近
衛
が
加
給
さ
れ
た
の
は
、

こ
れ
よ
り
後
の
段
階
で
あ
ろ
う
。
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二
　
長
和
元
年
大
嘗
会
御
禊
に
お
け
る
﹁
随
身
﹂

前
章
の
検
討
よ
り
、
道
長
期
に
お
い
て
も
常
の
随
身
の
員
数
は
十
人
で
あ
る
程
度
固
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
新
主
の
宣
旨
に
よ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
入
れ
替
わ
っ
た
も
の
で
も
な
い
以
上
、
や
は
り
「
近
衛
二
人
」
は
い
つ
か
の
段
階
で
特
別
に
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
道
長
へ

の
随
身
加
給
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討
す
る
う
え
で
、
興
味
深
い
記
事
が
あ
る
。

『
御
堂
関
白
記
』
長
和
元
年
閏
十
月
二
十
七
日
条

廿
七
日
、
辛
卯
、
従
二

早
朝
一

起
、
催
二

行
女
御
代
雑
事
一、
巳
時
許
事
具
了
、（
中
略
）、
事
了
車
駕
還
宮
、
建
礼
門
前
神
祇
官
供
二

御
麻
一、

有
二

鈴
奏
一、
名
対
面
如
レ

常
、
我
候
二

御
輿
後
一、
今
日
随
身
二
人
加
二

給
我
馬
副
帯
刀
十
人
一、
皇
太
后
宮
仰
、
是
先
公
御
時
例
也
、
毎
レ

見
二

馬
副
一、
涙
難
レ

禁
、
女
御
代
立
二

大
宮
大
路
一、
其
所
立
二

幄
一
・
平
屏
幔
二
条
一、
是
無
二

先
例
一、
而
家
儲
也
、
又
川
原
女
御
代
立
車
所
、
諸

司
立
レ

幄
、
而
不
レ

具
之
由
云
々
、
家
又
儲
二

五
丈
絹
幄
四
・
斑
幕
廿
条
一、
頗
非
凡
、
件
幄
等
女
方
車
廿
両
料
、
又
唐
錦
二
丈
幄
一
、
是

立
レ

自
レ

車
料
、
宿
所
垣
代
北
有
二

立
レ

車
所
一、
其
丑
寅
少
寄
相
去
七
丈
許
、
依
二

晩
景
一

不
レ

立
レ

車
、
退
還
、（
後
略
）

ま
た
、『
小
右
記
』
同
日
条
に
は
、

節
下
大
臣
・
番
長
歩
行
、
近
衛
同
、

（
中
略
）
公
卿
唐
鞍
・
飾
剣
・
魚
袋
、
衛
府
公
卿
螺
鈿
剣
、
是
故
実
也
、
四
位
・
五
位
倭
鞍
・
杏
葉
・
鞦
、

佩
魚
袋
、
近
衛
次
将
、
馬
頭
・
助
乗
二

官
馬
一

者
、
不
レ

結
二

唐
尾
一、
不
レ

付
二

杏
葉
一、
左
府
騎
馬
、
府
生
二
人
騎
馬
在
レ

前
、
番
長
以
下
歩

行
、
供
二
奉
行

幸
装
束
一、

依
二

臨
暗
一

女
御
代
不
レ

立
レ

車
レ

幄
退
帰
、
左
府
子
息
着
二

織
物
下
襲
一、
古
伝
不
レ

可
レ
然
、

（
中
略
）、
次
第
司
長
官
雖
二

衛
府
一

不
レ

帯
二

弓
箭
一、

手
振
不
レ

着
二

半
臂
一、
依
二
左
府
命
一
令
レ
着
、
近

代
例
欤
、
不
レ
聞
事
也
、

天
慶
、
故
殿
節
下
大
臣
、
手
振
不
レ

着
二

半
臂
一、
見
二

御
日
記
一、（
後
略
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
長
和
元
年
十
一
月
の
三
条
天
皇
の
即
位
大
嘗
会
の
前
段
儀
と
し
て
、
閏
十
月
二
十
七
日
に
挙
行
さ
れ
た
御
禊
に
関
す
る
記

事
で
あ
る
。
大
嘗
会
御
禊
は
節
下
の
大
臣
以
下
、
文
武
百
官
が
従
う
重
要
儀
式
で
あ
る
。
節
下
の
大
臣
は
摂
関
を
除
く
左
右
も
し
く
は
内
大

60



表
2．
摂
関
期
に
お
け
る
大
嘗
会
御
禊
（
官
職
は
『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
。）
☆
は
、
摂
関
を
除
く
太
政
官
最
上
席

天
皇

年
月
日

摂
関

節
下

左
⼤
将

右
⼤
将

史
料

備
考

清
和

貞
観
元
年
（
859）

10月
21日

不
詳

藤
原
良
相

源
定

三
実
、

陽
成

元
慶
元
年
（
877）

10月
29日

摂
政
・
右
⼤
臣
 藤
原
基
経

⼤
納
言
 源
多

源
多

藤
原
良
世
三
実
、
中
右
記

光
孝

元
慶
8
年
（
884）

10月
28日

不
詳

源
多

藤
原
良
世
三
実

宇
多

仁
和
4
年
（
888）

10月
28日

関
白
・
太
政
⼤
臣
 藤
原
基
経

⼤
納
言
 藤
原
良
世

×
（
10/17薨

 源
多
）
藤
原
良
世
御
禊
日
例
、
範
國
記
、

中
右
記

①
10/17右

⼤
臣
左
⼤
将
 源
多
薨
ず
「
上
達
部
已
下

多
在
三
等
親
、
然
而
有
宣
旨
、
同
廿
八
日
御
禊
、
就

吉
所
供
奉
也
者
」（『

範
國
記
』）。

②
こ
の
時
左
⼤
臣

に
源
融
。

醍
醐

寛
平
9
年
（
897）

10月
25日

⼤
納
言
 藤
原
時
平
�☆

藤
原
時
平

菅
原
道
真
御
禊
日
例
、
中
右
記

⼤
臣
な
し

朱
雀

承
平
2
年
（
932）

10月
25日

摂
政
・
左
⼤
臣
 藤
原
忠
平

⼤
納
言
 藤
原
仲
平
�☆

藤
原
仲
平

藤
原
保
忠
御
禊
日
例
、
中
右
記
、

御
禊
部
類

村
上

天
慶
9
年
（
946）

10月
28日

関
白
・
太
政
⼤
臣
 藤
原
忠
平

右
⼤
臣
 藤
原
実
頼
�☆

藤
原
実
頼

藤
原
師
輔
御
禊
部
類
、
御
禊
日
例

冷
泉

安
和
元
年
（
968）

10月
26日

関
白
・
太
政
⼤
臣
 藤
原
実
頼

左
⼤
臣
 源
高
明
�
☆
源
高
明

藤
原
師
尹
御
禊
日
例
、
御
禊
事

「
安
和
之
比
、
冷
泉
院
御
禊
、
小
野
宮
⼤
臣
不
供
奉
、

可
准
例
歟
」（『
玉
蘂
』）

円
融

天
禄
元
年
（
970）

10月
26日

摂
政
・
右
⼤
臣
 藤
原
伊
尹

⼤
納
言
 源
兼
明
�
☆
藤
原
頼
忠

藤
原
兼
家
御
禊
日
例
、
中
右
記

花
山

寛
和
元
年
（
985）

10月
25日

関
白
・
太
政
⼤
臣
 藤
原
頼
忠

右
⼤
臣
 藤
原
兼
家

藤
原
朝
光

藤
原
済
時
小
右
記
、
御
禊
日
例
、

御
禊
事

左
⼤
臣
源
雅
信
「
不
耐
騎
馬
」
た
め
、
右
⼤
臣
兼
家

が
節
下
に
。（『
小
右
記
』）

一
条

寛
和
2
年
（
986）

10月
23日

摂
政
 藤
原
兼
家

右
⼤
臣
 藤
原
為
光

藤
原
朝
光

藤
原
済
時
御
禊
事

「
左
⼤
臣
不
出
仕
、
不
知
其
由
、
若
依
子
少
将
（
時

叙
）
出
家
事
歟
」（『
御
禊
事
』）、

兼
家
乗
車
（『
延

慶
⼤
嘗
会
記
』）

三
条

寛
弘
9
年
（
1012）

閏
10月
27日

内
⼤
臣
 藤
原
公
季

藤
原
公
季

藤
原
実
資
御
堂
、
御
禊
日
例
、
御

禊
事

左
⼤
臣
藤
原
道
⻑
、
右
⼤
臣
藤
原
顕
光

後
一
条
⻑
和
5
年
（
1016）

10月
23日

摂
政
・
左
⼤
臣
 藤
原
道
⻑

内
⼤
臣
 藤
原
公
季

藤
原
頼
通

藤
原
実
資
御
禊
事

①
右
⼤
臣
に
藤
原
顕
光
。
②
「
後
一
条
院
の
御
禊
の

行
幸
に
、
摂
政
（
御
堂
殿
）
供
奉
し
給
ふ
、
府
生

以
下
十
人
、
も
と
よ
り
ゆ
る
さ
れ
て
召
具
し
給
外
に
、

左
右
の
将
監
・
将
曹
各
一
人
つ
ゝ
め
し
わ
た
さ
る
、

是
を
一
員
と
も
、
又
か
り
の
随
⾝
と
も
云
也
、」

（『
源
語
秘
訣
』）

御
朱
雀
⻑
元
9
年
（
1036）

10月
29日

関
白
・
左
⼤
臣
 藤
原
頼
通

内
⼤
臣
 藤
原
教
通

藤
原
教
通

藤
原
実
資
御
禊
日
例

御
冷
泉
永
承
元
年
（
1046）

10月
25日

関
白
・
左
⼤
臣
 藤
原
頼
通

内
⼤
臣
 藤
原
教
通

藤
原
教
通

藤
原
頼
宗
御
禊
事

後
三
条
治
暦
4
年
（
1068）

10月
28日

関
白
・
左
⼤
臣
 藤
原
教
通

右
⼤
臣
 藤
原
師
実

藤
原
師
実

源
師
房

御
禊
日
例

三
実
…
『
日
本
三
代
実
録
』　
御
禊
日
例
…
『
⼤
嘗
会
御
禊
日
例
』　
御
禊
部
類
…
『
⼤
嘗
会
御
禊
部
類
記
』　
御
禊
事
…
『
⼤
嘗
会
御
禊
事
』　
御
堂
…
『
御
堂
関
白
記
』
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臣
が
務
め
、
該
当
者
不
在
の
場
合
に
は
最
上
席
の
大
納
言
が
代
役
を
務
め
る
。
当
該
の
御
禊
に
お
い
て
は
、
道
長
は
節
下
で
は
な
い
が
、
女

御
代
を
女
威
子
が
務
め
る
こ
と
か
ら
、
早
朝
よ
り
準
備
を
す
る
な
ど
、
入
念
な
用
意
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は

傍
線
部
で
、
こ
の
日
皇
太
后
彰
子
の
仰
せ
に
よ
り
、
道
長
に
随
身
二
人
が
加
え
て
供
奉
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
れ
は
「
先
公
之
例
」
と
い

う
こ
と
で
、
道
長
は
感
涙
を
流
し
て
い
る
。「
我
馬
副
帯
刀
十
人
」
と
は
、
恐
ら
く
常
の
随
身
で
あ
ろ
う
。『
小
右
記
』
を
合
わ
せ
て
考
え
る

と
、
騎
馬
の
府
生
は
常
の
随
身
で
あ
る
と
し
て
、
番
長
も
し
く
は
近
衛
が
こ
の
日
二
人
加
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

山
中
裕
氏
は
、
当
該
時
点
で
の
道
長
の
随
身
員
数
を
八
人
で
あ
る
と
す
る
が
、
道
長
が
既
に
摂
関
相
当
の
随
身
の
員
数
を
保
有
し
て
い
る

こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る（
（1
（

。

随
身
の
加
給
を
考
え
る
上
で
当
例
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
果
た
し
て
新
加
で
あ
る
の
か
、
次
章
に
て
検
討
を

行
い
た
い
。

三
　﹁
新
加
﹂
を
め
ぐ
る
検
討

1
　﹁
権
随
身
﹂
の
例

摂
関
に
別
勅
賜
与
さ
れ
た
り
、
衛
府
の
大
将
な
ど
が
そ
の
職
に
よ
り
具
す
る
随
身
を
「
例
の
随
身
」
や
「
常
の
随
身
」
と
す
る
の
に
対
し

て
、
儀
式
な
ど
に
際
し
て
臨
時
に
具
す
る
随
身
は
、「
権
随
身
」
や
「
仮
随
身
」、
ま
た
は
「
借
随
身
」
と
し
て
史
料
上
に
み
え
る（
（1
（

。
以
下
に

い
く
つ
か
実
例
を
挙
げ
て
み
る
。

寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
十
月
十
九
日
、
木
幡
寺
の
供
養
が
行
わ
れ
た
。
基
経
以
来
、
藤
原
氏
代
々
の
墓
所
で
あ
る
木
幡
の
地
は
、
こ
の

時
期
に
は
荒
廃
が
顕
著
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
日
、
道
長
が
前
年
よ
り
造
営
に
着
手
し
て
い
た
三
昧
堂
が
遂
に
完
成
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
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り（
（1
（

、
左
大
臣
道
長
や
内
大
臣
頼
通
以
下
諸
卿
の
参
会
の
も
と
法
要
が
営
ま
れ
た
。
実
資
が
に
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
堂
に
は
普
賢
菩
薩
一

体
が
ま
つ
ら
れ
、
扁
額
に
は
「
浄
妙
寺
」
の
銘
が
あ
っ
た
と
い
う（
（1
（

。
ま
た
、『
小
右
記
』
同
日
条
に
は
、
木
幡
寺
供
養
に
お
い
て
「
仮
随
身
」

が
従
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

十
九
日
、
甲
午
、
今
日
木
幡
寺
供
養
日
也
、
僧
前
高
坏
十
二
枚
、
加
二

折
敷
□
□
二
具
一

并
諷
誦
布
信
乃
布
百
端

払
暁
送
二

彼
寺
一、
左
兵
衛
督
早
朝
立
過
、
同
車
参
入
、

召
二

寮
馬
一

令
レ

騎
二

随
身
等
一、
亦
有
二

仮
随
身
一
将
監
嘉
武
・
将
曹

保
春
・
府
生
保
堪
（
中
略
）
亥
剋
許
帰
レ

家
、
仮
随
身
以
下
給
レ

禄
、

右
大
将
で
あ
る
実
資
に
は
「
常
の
随
身
」
と
し
て
【
府
生
一
、
番
長
一
、
近
衛
六
、
計
八
人
】
が
い
る
が（
（1
（

、
こ
の
日
は
〈
将
監
嘉
武
・
将

曹
保
春
・
府
生
保
堪
〉
が
「
仮
随
身
」
と
し
て
加
わ
り
、
供
奉
し
た
。
亥
剋
に
至
り
帰
着
し
た
実
資
は
、「
仮
随
身
」
以
下
に
禄
を
給
わ
っ

て
い
る
。

同
じ
く
『
小
右
記
』
寛
弘
五
年
十
二
月
二
十
八
日
条
に
は
、
荷
前
使
で
あ
る
実
資
に
「
例
の
随
身
」
に
加
え
て
「
仮
随
身
」
が
従
っ
て
い

る
の
が
み
え
る
。

二
十
八
日
、
甲
寅
、
酉
剋
許
参
内
、
依
レ

為
二

荷
前
使
一、
仮
随
身
、
又
例
随
身
等
騎
馬
相
従
、

左
寮
馬
令
騎
、
番
長
已
下
皆
騎
、
（
中
略
）、
舁
二

立
幣
物
一

如
レ

恒
、
撤
了
各
向
二

山
陵
一、
山
階
使
余
、
柏

原
・
深
草
・
田

邑
等
使
参
議
懐
平
、
後
山
階

使
・
宇
治
三
所
使
参
議
実
成
、

亥
時
許
自
内
退
出
、
仮
随
身
等
給
饗
禄
将
監
有
宗
絹
二
疋
、
将
曹
公
方
一
疋

綿
、
府
生
武
吉
一
疋
、
番
長
以
下
例
禄
、

余
騎
馬
参
入
、
丑
剋
許
帰
レ

家
、
召
用
寮
馬
七
疋
、
一
疋
我
騎

料
、
六
疋

随
身
料
、

口
付
各
給
布
一
端
、

こ
の
日
、
山
階
使
の
大
納
言
道
綱
や
深
草
使
中
納
言
公
任
、
田
邑
使
中
納
言
時
光
な
ど
、
使
た
る
上
達
部
ら
が
障
り
を
申
し
、
使
の
数
が

著
し
く
不
足
す
る
と
い
う
極
め
て
非
常
の
事
態
と
な
っ
た
。
殿
上
人
を
も
っ
て
荷
前
使
と
す
る
例
を
外
記
に
問
う
が
、
そ
の
よ
う
な
例
は
臨

時
山
陵
使
に
し
か
み
え
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
実
資
が
三
人
の
上
達
部
（
実
資
の
ほ
か
、
参
議
懐
平
、
参
議
実
成
）
を
も
っ
て
数
所
を
兼
ね
る

こ
と
を
提
案
し
、
勅
答
と
左
大
臣
道
長
の
報
に
よ
り
決
定
し
た
。
実
資
は
山
階
使
と
な
っ
た（
（2
（

。

こ
の
日
は
「
仮
随
身
」
で
あ
る
〈
将
監
有
宗
・
将
曹
公
方
・
府
生
武
吉
〉、
な
ら
び
に
「
例
の
随
身
」
ら
が
、
番
長
以
下
で
あ
る
者
も
全
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て
騎
馬
に
て
従
っ
た
。
左
馬
寮
の
馬
を
用
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
例
の
ご
と
く
賜
禄
が
行
わ
れ
、
将
監
有
宗
に
は
絹
二
疋
、
将
曹
公
方
は

綿
一
疋
、
府
生
武
吉
一
疋
、
番
長
以
下
は
例
の
禄
を
そ
れ
ぞ
れ
給
わ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
府
生
武
吉
は
、
寛
弘
五
年
十
月
二
十
九
日
の
除
目
の
席
に
お
い
て
、
道
長
に
府
生
の
将
曹
に
転
ず
べ
き
者
を
問
わ
れ
た
実
資

が
、
第
一
と
し
て
挙
げ
た
「
武
吉
」
で
あ
ろ
う（
（2
（

。
こ
の
荷
前
使
の
記
事
に
お
い
て
は
未
だ
府
生
で
あ
る
が
、
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
五
月

十
六
日
に
土
御
門
邸
の
馬
場
に
て
行
わ
れ
た
競
馬
記
事
に
は
「
将
曹
多
武
吉
」
が
み
え
る（
（2
（

。
こ
の
武
吉
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。
な
お
、
同
時
期
に
左
近
衛
府
に
も
「
武
吉
」
の
名
が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
別
人
で
あ
ろ
う（
（2
（

。

実
資
は
、
寛
弘
八
年
に
も
荷
前
使
を
務
め
る
が
、
こ
の
時
に
も
「
権
随
身
」
が
あ
り
、〈
将
曹
正
方
・
府
生
保
方
〉
が
従
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
る（
（2
（

。

「
権
随
身
」
の
例
と
し
て
は
、
行
事
等
に
際
す
る
も
の
の
他
、
以
下
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

⒜　

�

二
十
一
日
、
庚
戌
、（
中
略
）、
不
レ

候
二

行
幸
一

官
人
等
并
御
馬
乗
者
、
亦
随
身
紀
元
武
不
二

参
上
一

事
等
、
仰
二

将
監
保
信
一、
各
召
問
、

無
レ

所
レ

避
可
レ

令
レ

進
二

過
状
一、
但
紀
元
武
罷
二

下
但
馬
国
一、
于
今
無
音
、
是
父
府
生
保（
紀
）方
所
レ

為
也
、
至
二

父
保
方
一、
可
レ

令
レ

進
下

不
レ

参
二

会
行
幸
一

之
過
状
上、
又
欠
二

怠
公
事
一

之
者
、
不
レ

可
レ

預
二

府
給
物
一

之
由
、
重
召
仰
了
、
先
年
起
請
也
、
至
二

元
武
一

慥
召
二

取
其
身
一、
可
レ

令
レ

候
二

府
庫
一

者
、
又
留
二

永
宣
旨
一

者
也
、
不
レ

可
二

差
遣
一、
又
暫
可
レ

停
二

射
場
所
掌
事
等
一、
同
仰
下
了
、（
中
略
）、
彼
日
事
罪
科
不
レ

軽

者
也
、

⒝　

�

二
十
三
日
、
壬
子
、
以
二

近
衛
高
扶
明
一

為
二

権
随
身
一、
随
レ

状
永
可
レ

為
二

元
武
替
一、
給
二

扶
明
絹
二
疋
一、
行
禊
日
袙
・
袴
料
也
、
他
随
身

等
先
日
給
レ

之
、（
後
略
）

⒞　

�

二
十
八
日
、
丁
巳
、
府
生
保
方
、
番
長
公
方
、
近
衛
元
武
過
状
、
府
生
公
奉
申
文
等
、
将
監
保
信
持
来
、
過
状
留
了
、
但
公
方
・
元
武

等
全
可
レ

令
レ

候
二

府
庫
下
一

之
由
仰
之
、（
中
略
）、
親
重
・
義
光
戒（
（2
（

、
方
二

来
殊
一

返
二

賜
過
状
一、（
後
略
）
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⒟　
�

二
十
九
日
、
戊
午
、（
中
略
）、
将
監
保
信
進
二

府
生
公
奉
過
状
一、
相
二

加
府
生
保
方
過
状
一

返
給
了
、
近
代
以
レ

進
二

過
状
一

為
二

休
息
一、
仍

加
レ

戒
所
レ

免
、
不
レ

可
レ

関
二

給
物
一

之
由
、
重
仰
下
了
、

以
上
の
史
料
⒜
～
⒟
は
、
行
幸
を
懈
怠
し
た
右
近
衛
官
人
ら
の
進
過
状
に
関
す
る
も
の
で
あ
る（
（2
（

。
こ
の
行
幸
と
は
、
長
和
二
年
九
月
十
六

日
の
土
御
門
行
幸
を
指
す（
（2
（

。
こ
の
日
は
、
同
年
七
月
七
日
に
誕
生
し
た
姫
宮
（
禎
子
内
親
王
。
母
は
道
長
の
女
中
宮
妍
子
）
と
三
条
天
皇
と
の

初
対
面
が
あ
っ
た
。
実
資
は
該
当
す
る
官
人
ら
の
過
状
を
進
上
す
る
べ
き
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
人
に
随
身
の
紀
元
武
が

い
る
。
元
武
は
、
但
馬
国
に
罷
り
下
っ
た
ま
ま
音
沙
汰
が
な
く
、
行
幸
に
も
伺
候
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
二
十
三
日
に
は
、
こ
の
元
武
に
か

え
て
近
衛
高
扶
明
が
「
権
随
身
」
と
な
さ
れ
て
い
る
。「
権
」
の
と
い
っ
て
も
、「
永
く
元
武
の
替
わ
り
と
為
す
べ
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

先
に
挙
げ
た
二
例
と
は
性
格
が
異
な
り
、
長
期
間
の
供
奉
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
こ
の
後
に
も
随
身
と
し
て
扶
明
の
名
が
み
え

る（
（2
（

。以
上
、
衛
府
の
長
官
で
あ
る
実
資
の
「
権
随
身
」
の
例
を
確
認
し
て
き
た
が
、
こ
の
他
に
も
寛
弘
八
年
四
月
十
五
日
の
齋
院
選
子
内
親
王

の
御
禊
に
お
い
て
は
侍
従
中
納
言
行
成
が
「
借
随
身
」
に
賜
禄
を
行
っ
て
い
る
な
ど（
（2
（

、
当
該
期
に
お
け
る
「
権
随
身
」
の
例
は
枚
挙
に
遑
が

な
い
。

で
は
、
長
保
元
年
の
大
嘗
会
御
禊
に
お
け
る
道
長
の
随
身
が
、
果
た
し
て
仮
の
も
の
で
あ
る
か
。
そ
の
可
能
性
を
検
討
す
る
際
に
、
確
認

し
て
お
き
た
い
記
事
が
あ
る
。

二
十
二
日
、
丁
巳
、
今
日
大
殿
引
二

率
北
方
・
尚
侍
・
最
弟
女
等
一、
被
レ

参
二

石
清
水
一、
明
日
可
レ

被
レ

参
二

上
御
在
所
一

云
々
、
京
師
上
下

見
物
云
々
、
仍
密
々
見
之
、（
中
略
）、
未
剋
許
被
レ

参
、
於
二

二
条
大
路
一

見
之
、（
中
略
）、
次
随
身
有
二
権
随
身
一、
猶

不
レ
可
レ
然
事
也

、
次
内
舎
人
、
次
前
駆
六

位
・
五
位
・
四
位
、
次
上
達
部
右
大
弁
朝
経
・
左
近
中
将
道
雅
三
位
・
右
兵
衛
督
公
信
・
左
大
弁
道
方
・
中
納
言
能
信
・

左
衛
門
督
頼
宗
・
左
大
将
教
通
、
或
卿
龓
着
毛
履
侍
、
或
近
衛
官
人
、
又
右
兵
衛
督
府
志

、
次
主
人
、
乗
二

唐
車
一、（
中
略
）、
次
摂
政
、
召
二

加
権
随

身
一、
不
レ

可
レ

然
事
也
、
大
将
・
諸
衛
督
等
有
二

権
随
身
一、
近
代
摂
政
召
権
随
身
、
失
古
跡
、（
中
略
）
按
察
大
納
言
斉
信
称
二

物
忌
一

不
二
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追
従
一、
参
議
兼
隆
称
レ

病
云
々
、
通
任
直
不
レ

候
、
自
余
皆
服
者
、
但
下
官
素
不
二

追
従
一、
又
無
二

気
色
一、
縦
雖
レ

有
二

指
命
一、
不
レ

可
二

祗

候
一

也
、
為
下

免
二

許
雑
役
一

之
身
上、
還
所
二

奇
思
一、（
後
略
）

以
上
は
、『
小
右
記
』
寛
仁
元
年
九
月
二
十
二
日
条
で
あ
る
。
こ
の
日
、
前
摂
政
で
あ
る
道
長
は
室
倫
子
や
女
威
子
（
尚
侍
）
ら
を
伴
い

石
清
水
八
幡
宮
に
詣
で
た
。
こ
れ
に
は
摂
政
・
頼
通
を
は
じ
め
、
多
く
の
公
卿
や
官
人
ら
が
従
っ
た
が
、
実
資
は
追
従
し
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
や
は
り
関
心
は
あ
る
よ
う
で
、
二
条
大
路
に
お
い
て
行
列
を
見
物
し
、
競
馬
の
騎
者
が
道
中
に
お
い
て
す
で
に
装
束
を
着
け
て
い
る
こ

と
を
批
判
す
る
な
ど
（
中
略
部
分（
（3
（

）、
殊
に
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
傍
線
部
で
あ
る
。
行
列
に
お
い
て
頼
通
が
「
権
随
身
」
を
召
し
加
え
て
い
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、

「
権
随
身
」
は
「
大
将
・
諸
衛
の
督
等
に
あ
る
」
も
の
で
、
摂
政
が
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
は
「
古
跡
を
失
う
」
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま

り
、「
権
随
身
」
と
い
う
の
は
、
直
属
の
上
官
た
る
衛
府
の
長
官
ら
が
、
職
務
の
一
環
と
し
て
当
府
の
官
人
ら
を
具
す
る
こ
と
を
い
う
の
で

あ
り
、
摂
政
が
別
勅
に
て
保
有
す
る
「
例
の
随
身
」
以
外
を
具
す
る
こ
と
は
、
本
来
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
破
線
部
は
道
長
の
随

身
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
摂
関
を
退
い
た
後
も
元
の
如
く
随
身
を
保
有
し
て
い
る
と
雖
も
、
同
じ
く
「
権
随
身
」
を
具
す
る
こ
と
は

「
然
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
な
お
、
頼
通
は
こ
の
年
の
三
月
ま
で
左
大
将
を
務
め
て
い
た
が
、
摂
政
就
任
の
六
日
後
に
こ
れ
を
辞

し
、
即
日
随
身
十
人
を
賜
与
さ
れ
て
い
る（
（3
（

。

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
も
う
一
度
考
え
る
と
、
長
和
元
年
の
大
嘗
会
御
禊
に
お
い
て
道
長
に
加
え
ら
れ
た
「
随
身
二
人
」
は
、
や
は
り
「
権

随
身
」
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
だ
ろ
う
。

此
時
の
道
長
は
内
覧
左
大
臣
で
、
左
大
将
の
任
は
既
に
長
徳
二
年
に
辞
し
て
い
る（
（3
（

。
当
該
時
、
未
だ
摂
政
の
任
に
は
就
い
て
い
な
い
が
、

別
勅
に
よ
り
既
に
摂
関
相
当
の
随
身
を
賜
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
「
権
随
身
」
で
あ
る
な
ら
ば
、

当
該
期
に
こ
の
よ
う
な
認
識
が
あ
る
以
上
、
非
難
さ
れ
る
べ
き
例
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
評
価
は
管
見
で
は
見
当
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た
ら
な
い
。

ま
た
、
先
掲
の
史
料
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
権
随
身
」
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
被
支
給
者
と
随
身
と
は
賜
禄
を
も
っ
て
そ
の
臨
時
の

関
係
を
締
め
く
く
る
の
が
常
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
関
係
性
は
む
ろ
ん
「
権
随
身
」
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

例
え
ば
道
長
は
長
和
五
年
六
月
十
日
に
、「
忠
仁
公
例
」
と
し
て
、
随
身
【
内
舎
人
二
、
左
右
近
衛
各
六
、
左
右
兵
衛
各
六
、
計
二
十
六
】

を
給
わ
っ
て
い
る
が
、『
御
堂
関
白
記
』
翌
日
条
に
「
左
右
兵
衛
府
随
身
各
六
人
差
文
を
進
る
、
饗
を
賜
い
て
候
せ
し
む
、
各
疋
絹
を
賜
い

て
返
し
遣
す
こ
と
已
に
了
ん
ぬ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
兵
衛
に
つ
い
て
は
翌
日
に
本
府
に
返
し
て
い
る
。
こ
の
例
に
お
け
る
兵
衛
の
賜
与
は
、

「
忠
仁
公
例
」
の
再
現
と
い
う
象
徴
的
意
味
合
い
を
も
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
斯
様
な
関
係
性
の
解
消
と
も
い
え
る
よ
う
な
状
況

に
お
い
て
は
、
必
ず
賜
禄
が
伴
う
の
で
あ
る（
（3
（

。

な
お
、
こ
れ
が
常
の
随
身
へ
の
賜
禄
を
無
視
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
、「
権
随
身
」
の
よ
う
な
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
の
存
在
へ
の
処
遇
は
、
や
は
り
何
ら
か
の
記
載
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
よ
り
、
長
和
元
年
の
大
嘗
会
御
禊
に
お
け
る
「
随
身
二
人
」
は
、
御
禊
の
後
に
も
引
き
続
き
従
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
こ
れ
は
や
は

り
常
の
随
身
へ
の
新
加
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
。

2
　
先
公
例
の
検
討

そ
れ
で
は
、
長
和
元
年
大
嘗
会
御
禊
記
事
に
み
え
る
「
先
公
例
」
が
具
体
的
に
ど
の
事
例
を
示
す
の
か
、
以
下
に
検
討
す
る
。

道
長
の
父
で
あ
る
「
先
公
」=

兼
家
が
、
御
禊
に
お
い
て
特
に
随
身
を
賜
っ
た
記
録
が
み
え
な
い
こ
と
は
、
既
に
山
中
裕
氏
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る（
（3
（

。
但
し
、
山
中
氏
は
当
該
時
と
状
況
の
似
た
寛
和
二
年
十
月
二
十
三
日
の
一
条
天
皇
の
大
嘗
会
御
禊
が
、
こ
れ
の
指
す
例
で

な
い
か
と
す
る（
（3
（

。
し
か
し
、
斯
様
の
記
述
が
な
い
以
上
、
な
お
の
検
討
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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兼
家
が
賜
っ
た
随
身
の
員
数
が
、
破
格
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
兼
家
は
、
花
山
天
皇
の
退
位
、
一
条
天
皇

の
即
位
に
と
も
な
い
、
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
六
月
二
十
四
日
に
摂
政
と
な
っ
た
。
外
祖
父
が
摂
政
と
な
る
の
は
、
実
に
良
房
以
来
の
こ
と

で
あ
る
。
翌
月
二
十
日
に
右
大
臣
を
辞
し
て
無
官
の
摂
政
と
な
る
と
、
二
十
二
日
に
は
一
座
宣
旨
を
被
り
、
遂
に
独
立
最
高
官
と
な
っ
た（
（3
（

。

こ
こ
に
摂
関
の
権
力
拡
大
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
、
こ
の
兼
家
は
こ
の
約
一
か
月
後
の
八
月
二
十
五
日
に（
（3
（

、「
忠
仁
公
故
事
」
と
し
て
、
准
三
宮
年
官
・
年
爵
な
ら
び
に
随
身
を
賜
与

さ
れ
て
い
る（
（3
（

。

『
公
卿
補
任
』
准
二

三
宮
一

賜
二

年
爵
年
官
一。
併
賜
二

左
右
近
衛
各
二
人
一。

『
日
本
紀
略
』
准
二

三
宮
一

并
以
二

内
舎
人
近
衛
等
一

為
二

随
身
兵
仗
一。
如
二

忠
仁
公
故
事
一。

随
身
賜
与
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
史
料
の
う
ち
、
員
数
が
明
記
さ
れ
る
の
は
『
公
卿
補
任
』
で
あ
る
。【
左
右
近
衛
各
二
人
】
が
兼
家

の
随
身
の
総
数
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
か
ら
、
こ
れ
は
既
に
保
有
す
る
と
こ
ろ
の
随
身
へ
の
新
加
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、『
日
本

紀
略
』
は
員
数
こ
そ
明
記
し
な
い
も
の
の
、『
公
卿
補
任
』
が
記
さ
な
い
「
内
舎
人
」
の
語
を
含
む
。
た
だ
、
恐
ら
く
こ
れ
は
従
来
保
有
す

る
常
の
随
身
の
内
舎
人
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。『
日
本
紀
略
』
の
記
述
は
、
今
回
の
新
加
後
の
兼
家
の
随
身
の
総
体
を
指
す
表
現
で
は
な

か
ろ
う
か
。
よ
っ
て
、
当
該
例
は
兼
家
へ
の
随
身
の
新
加
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
当
該
例
は
摂
関
へ
の
随
身

追
加
賜
与
の
初
例
と
な
る
。

斯
様
な
恩
賞
の
賜
与
は
、
む
ろ
ん
幼
帝
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
摂
政
で
あ
る
兼
家
、
そ
し
て
国
母
と
な
っ
た
詮
子
の
浅

か
ら
ぬ
関
与
を
想
定
し
得
る
も
の
で
、
当
該
例
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
、
い
わ
ば
権

力
誇
示
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
の
恩
賞
賜
与
は
、「
皇
太
后
之
厳
親
」
で
あ
る
外
祖
父
兼
家
の（
（3
（

、
外
戚
地
位
獲
得
が
可
能
に
し
た
も
の

で
あ
る
。
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表
3．
藤
原
兼
家
の
随
身
員
数

N
o.

随
⾝
賜
与
年
月
日

天
皇
年
齢

位
階

官
職

内
舎
人
近
衛
府
生
近
衛
番
⻑
近
衛
兵
衛

計
賜
与
理
由
員
数
出
典

備
考

1
a
寛
和
2
（
986）

6
月
28日

一
条

58
正
二
位
摂
政
／
右
⼤
臣

2
8

10
摂
政

紀
略

1
b

2
2

2
8

14
補
任

2
　
〃
　
　
　
　
 
8
月
25日

一
条

58
従
一
位

摂
政

2
2

2
12

18？
褒
賞

補
任

〇
准
三
宮
、
随
⾝
新
加
カ

後
に
道
長
が
「
忠
仁
公
例
」
と
し
て
、
莫
大
な
恩
賞
の
賜
与
を
う
け
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
本
稿
で
は
そ
の
詳
細
に
立
ち
入
る
こ
と
は

し
な
い
が
、
道
長
・
頼
通
父
子
が
こ
れ
ら
を
可
能
に
し
た
背
景
に
は
、
少
な
か
ら
ず
兼
家
の
当
該
例
の
存
在
が
あ
ろ
う
。
道
長
・
頼
通
は
、

封
戸
や
随
身
の
員
数
を
含
め
、
文
字
通
り
「
忠
仁
公
例
」
を
再
現
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
と
は
い
え
、
皇
太
后
の
関
与
と

い
う
点
か
ら
も
、
や
は
り
此
例
に
は
後
の
発
展
の
端
緒
と
な
る
要
素
が
多
分
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

本
章
に
お
け
る
検
討
の
結
果
よ
り
、
改
め
て
長
和
元
年
大
嘗
会
御
禊
に
お
け
る
「
随
身
二
人
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
こ
の

随
身
は
当
該
期
の
古
記
録
に
見
え
る
よ
う
な
「
権
随
身
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
権
随
身
」
と
表
記
さ
れ
る
者
に
も
、
近
衛
高
扶

明
の
よ
う
に
長
期
間
の
供
奉
を
前
提
と
す
る
者
も
あ
っ
た
が
、
何
よ
り
必
要
に
応
じ
て
臨
時
に
派
遣
さ
れ
た
と
い
う
性
格
が
、
道
長
の
「
随

身
二
人
」
に
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
衛
府
の
高
官
で
な
い
も
の
が
権
随
身
を
召
す
こ
と
は
然
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
日
を
も
っ
て
新
た
に
「
随
身
二
人
」
が
道
長
の
常
の
随
身
に
加
わ
っ
た
。
道
長
の
随
身
の
総
計
は
、【
左
右
近
衛
府
生

各
一
、
左
右
近
衛
各
五
、
計
十
二
人
】
と
な
り
、
次
に
新
主
の
宣
旨
に
よ
り
随
身
を
賜
与
さ
れ
る
長
和
五
年
正
月
卅
日
ま
で
、
こ
の
員
数
を

維
持
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
内
舎
人
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
道
長
の
随
身
は
父
や
兄
が
摂
関
で
あ
っ
た
際
の
随

身
員
数
【
十
四
人
】
に
達
し
た
。

皇
太
后
仰
に
よ
る
随
身
新
加
の
先
例
と
な
っ
た
の
は
、
寛
和
二
年
八
月
二
十
五
日
に
お
け
る
兼
家
へ
の
随
身
賜
与
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
問
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題
と
な
る
の
は
員
数
で
は
な
く
、
母
后
の
関
与
に
つ
い
て
で
あ
る
。
女
を
入
内
さ
せ
后
と
し
、
そ
の
子
で
あ
る
外
孫
が
東
宮
や
天
皇
と
な
る
、

そ
の
関
係
性
の
中
で
の
み
こ
れ
ら
の
実
現
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

冒
頭
で
触
れ
た
、「
随
身
」
の
名
詞
と
し
て
の
独
立
の
問
題
は
、『
日
本
三
代
実
録
』
の
元
慶
年
間
に
「
賜
随
身
并
兵
仗
」
や
、「
為
随
身
」

と
い
っ
た
表
現
が
み
え
は
じ
め
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
の
時
期
を
端
緒
と
す
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ま
挙
げ
た
二
例
は
、
奇

し
く
も
そ
れ
ぞ
れ
元
慶
二
年
・
六
年
の
基
経
へ
の
随
身
賜
与
記
事
に
お
い
て
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
「
随
身
」
の

の
確
立
に
は
、
摂
関
へ
の
随
身
賜
与
の
開
始
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

長
和
元
年
の
大
嘗
会
御
禊
行
列
に
お
い
て
加
わ
っ
た
随
身
二
人
は
、
当
日
の
行
列
の
た
め
の
権
随
身
で
は
な
く
、
常
の
随
身
へ
の
新
加
で

あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
長
和
五
年
の
摂
政
就
任
時
点
で
更
に
内
舎
人
が
加
え
ら
れ
た
際
に
、
そ
の
こ
と
の
み
が
取
り
沙
汰

さ
れ
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
示
唆
的
で
あ
っ
た
。
長
和
元
年
及
び
五
年
の
随
身
新
加
に
は
皇
太
后
彰
子
が
関
わ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
摂
関

た
る
父
と
后
た
る
女
の
政
治
的
な
営
為
に
お
い
て
、
そ
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
兼
家
と
詮
子
に
求
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も

な
い
。
道
長
政
権
期
は
、
こ
う
し
た
経
験
の
集
積
の
上
に
独
自
の
繁
栄
を
築
き
、
次
代
へ
と
続
く
規
範
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

道
長
期
以
降
に
お
け
る
随
身
賜
与
の
シ
ス
テ
ム
も
ま
た
、
様
々
の
変
革
の
総
体
と
し
て
道
長
期
に
確
立
し
た
パ
タ
ー
ン
が
応
用
・
継
承
さ

れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
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注（
1
）
天
平
三
年
（
七
三
〇
）
十
一
月
廿
八
日
条
や
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
六
月
九
日
条
、
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
十
二
月
四
日
条
ほ

か
。

（
2
）
基
経
期
に
お
け
る
随
身
員
数
の
定
数
化
や
、
以
降
の
変
遷
に
関
し
て
は
別
稿
に
て
。

（
3
）
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
八
月
九
日
、
同
十
月
九
日
、
長
保
元
年
（
九
九
九
）
三
月
十
六
日
、
以
上
一
条
朝
。
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
六

月
十
三
日
、
以
上
三
条
朝
。
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
一
月
三
十
日
、
同
六
月
十
日
、
以
上
後
一
条
朝
。
な
お
、
長
徳
の
二
例
に
関
し
て
は

非
摂
関
に
て
こ
れ
を
賜
る
例
で
あ
る
が
、
摂
関
相
当
の
も
の
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
こ
れ
に
含
む
。
詳
述
は
別
稿
に
て
。

（
4
）
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
の
関
白
藤
原
頼
忠
に
よ
る
内
舎
人
辞
退
（
→
替
え
て
近
衛
府
生
）
に
よ
り
、
基
経
以
来
の
随
身
の
定
数
及
び
内
訳

に
は
じ
め
て
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
な
お
こ
の
員
数
内
訳
は
次
の
兼
家
や
そ
の
嫡
子
の
道
隆
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
5
）
竹
内
チ
ヅ
子
「
随
身
に
つ
い
て
」（『
九
州
史
学
』
4
、
一
九
五
七
年
）。
笹
山
晴
生
「
随
身
」（『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七

年
）。

（
6
）
兼
家
は
寛
和
二
年
六
月
二
十
八
日
に
「
賜
二

随
身
内
舎
人
二
人
、
左
右
近
衛
府
生
各
一
人
、
番
長
二
人
、
近
衛
各
四
人
一。」（『
公
卿
補
任
』

寛
和
二
年
）、
道
隆
は
永
祚
二
年
六
月
一
日
に
「
給
二

随
身
内
舎
人
二
人
左
右
近
衛
府
生
番
長
各
一
人
近
衛
各
四
人
一。」（『
公
卿
補
任
』
永
祚
二

年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
賜
っ
て
い
る
。
な
お
『
日
本
紀
略
』
は
、
こ
の
兼
家
・
道
隆
の
随
身
員
数
を
基
経
以
来
の
定
数
で
あ
る
【
内
舎
人
二
、
左

右
近
衛
各
四
、
計
十
】
と
す
る
（『
日
本
紀
略
』
寛
和
二
年
六
月
二
十
八
日
条
、
正
暦
元
（
永
祚
二
）
年
六
月
一
日
条
）。
本
稿
で
は
確
定
は

行
わ
な
い
が
、
の
ち
の
道
長
に
つ
な
が
る
要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、『
公
卿
補
任
』
の
説
を
支
持
し
て
よ
い
か
と
思
う
。

（
7
）
代
替
わ
り
に
よ
る
賜
与
の
例
は
、
天
慶
九
年
（
九
四
六
）
の
村
上
天
皇
の
関
白
・
藤
原
忠
平
、
安
和
二
年
（
九
六
九
）
の
円
融
天
皇
の
摂

政
・
藤
原
実
頼
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
花
山
天
皇
の
関
白
・
藤
原
頼
忠
な
ど
。
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（
8
）『
小
右
記
』
長
和
五
年
二
月
一
日
条
。

（
9
）『
公
卿
補
任
』
長
徳
二
年
。
ま
た
、『
河
海
抄
』
巻
第
七 

第
十
一
「
澪
標
」
に
は
、『
源
氏
物
語
』
の
「
河
原
の
お
と
ゝ
の
御
れ
い
を
ま
ね

ひ
て
わ
ら
は
す
い
し
ん
を
給
は
り
給
」
に
対
す
る
注
釈
と
し
て
、「
河
原
左
大
臣
融

賜
二

童
随
身
一

事
所
見
未
レ

勘
出
、
中
右
記
云
御
堂
入
道
殿

令
レ

賜
二

童
随
身
一

九
条
殿
例
云
々

／
今
案
御
堂
関
白
長
徳
三
年
給
二

童
随
身
六
人
一
云
々

」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
長
徳
三
年
は
、
二
年
の
誤
り

で
あ
ろ
う
。（『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
）

（
10
）『
公
卿
補
任
』
長
徳
二
年
、『
日
本
紀
略
』
長
徳
二
年
十
月
九
日
条
。

（
11
）
十
世
紀
後
半
に
は
、
非
摂
関
へ
の
随
身
賜
与
が
発
生
し
、
次
第
に
拡
大
す
る
様
相
が
あ
る
。
ま
た
、
当
該
例
は
道
長
期
以
降
の
員
数
定
着

に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
。

（
12
）『
本
朝
世
紀
』
長
保
元
年
三
月
十
六
日
条
。

（
13
）
長
和
五
年
正
月
例
は
「
左
右
近
衛
府
生
以
下
各
六
人
」
で
あ
る
が
、
当
例
は
府
生
を
別
記
し
た
上
で
左
右
近
衛
を
各
六
人
と
す
る
。
内
舎

人
を
含
ま
ず
に
総
計
が
十
四
人
と
な
り
、
他
に
例
を
見
な
い
。
こ
の
員
数
例
が
後
世
に
み
え
な
い
と
い
う
点
は
示
唆
的
で
あ
ろ
う
。

（
14
）『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
六
月
十
三
日
条
。

（
15
）
山
中
裕
『
御
堂
関
白
記
全
注
釈
』
長
和
元
年
（
高
科
書
店
、
一
九
八
八
年
）、
註
一
八
〇
、
一
八
一
。

（
16
）
こ
れ
ら
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
、
圧
倒
的
に
用
例
が
多
い
の
は
「
権
随
身
」
で
あ
る
。
但
し
、
管
見
で
は
『
小
右
記
』
に
の
み
に
確
認
で

き
、
こ
の
点
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
実
資
は
、「
仮
随
身
」
と
い
う
表
現
も
用
い
る
が
（
本
文
中
寛
弘
二
年
十
月
九
日
条
、
十
二
月
二
十
八

日
条
）、
両
者
に
は
明
確
な
区
別
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
一
方
、「
借
随
身
」
は
そ
の
時
点
で
衛
府
の
長
官
な
ど
の
任
に
な
い
者
（
行
成
：『
権

記
』
寛
弘
八
年
三
月
十
日
条
、
四
月
十
五
日
条
、
道
長
：『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
元
年
四
月
十
六
日
）
に
よ
る
用
例
の
み
で
あ
り
、
こ
こ
に
は

区
別
が
あ
る
か
。
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（
17
）『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
二
月
十
九
日
条
に
、「
木
幡
三
昧
堂
可
立
所
為
定
、
到
彼
山
辺
、
従
鳥
居
北
方
河
出
、
其
北
方
有
平
所
、
道
東
、

晴
明
朝
臣
・
光
栄
朝
臣
等
定
也
」
と
あ
り
、
陰
陽
師
と
と
も
に
現
地
に
赴
き
、
三
昧
堂
建
立
の
地
を
定
め
て
い
る
。

（
18
）『
小
右
記
』
寛
弘
二
年
十
月
十
九
日
条
。
な
お
扁
額
は
行
成
の
筆
に
よ
る
。
十
七
日
に
道
長
が
額
二
面
を
行
成
の
も
と
に
送
り
（『
御
堂
関

白
記
』
同
月
十
七
日
条
）、
十
八
日
に
南
は
真
書
、
西
は
草
書
に
て
記
さ
れ
た
（『
権
記
』
同
月
十
八
日
条
）。

（
19
）『
北
山
抄
』
大
将
要
抄
。

（
20
）
参
議
懐
平
は
柏
原
・
深
草
・
田
邑
等
、
参
議
実
成
は
後
山
階
・
宇
治
三
所
の
使
と
な
っ
た
。

（
21
）『
小
右
記
』
寛
弘
五
年
十
月
二
十
九
日
条
。

（
22
）『
小
右
記
』
長
和
三
年
五
月
十
六
日
条
。

（
23
）
恐
ら
く
、
物
部
武
吉
。
寛
和
元
年
正
月
十
八
日
の
賭
弓
に
お
い
て
左
番
長
の
替
人
と
な
っ
て
い
る
（『
小
右
記
』
同
日
条
）。
次
に
見
え
る

の
は
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
五
月
二
十
七
日
条
の
「
左
将
曹
武
吉
」
で
、
東
遊
に
供
奉
し
て
い
る
。
長
和
二
年
以
降
は
、「
左
将
監
武

吉
」
と
し
て
散
見
さ
れ
る
（『
小
右
記
』
長
和
二
年
二
月
五
日
条
、
同
七
月
二
十
九
日
条
な
ど
）。
一
貫
し
て
左
近
衛
官
人
と
し
て
み
え
、
昇

進
の
ス
ピ
ー
ド
と
し
て
も
自
然
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
中
に
挙
げ
た
土
御
門
邸
で
の
競
馬
記
事
中
に
は
、
同
時
に
「
左
将
監
武
吉
」
も
み
え
、

別
人
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
多
武
吉
は
、
右
大
将
実
資
の
仮
随
身
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
、
実
資
に
よ
り
将
曹
に
推
挙
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
当
該
の
競
馬
記
事
か
ら
も
右
近
衛
官
人
で
あ
る
こ
と
は
確
定
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
同
時
期
に
、
左
近
衛
番
長
・
将
曹

を
経
て
将
監
と
な
っ
た
武
吉
、
右
近
衛
府
生
を
経
て
将
曹
と
な
っ
た
多
武
吉
の
二
人
の
「
武
吉
」
が
存
在
す
る
。
告
井
幸
男
氏
は
、
多
氏
か

ら
物
部
氏
に
改
姓
し
た
武
吉
（
好
・
能
）
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（「
摂
関
・
院
政
期
に
お
け
る
官
人
社
会
」（『
日
本
史
研
究
』
五
三

五
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
第
三
章
）、
以
上
の
よ
う
な
検
討
か
ら
や
は
り
両
者
は
別
人
と
み
る
の
が
よ
い
か
と
思
う
。

（
24
）『
小
右
記
』
寛
弘
八
年
十
二
月
二
十
七
日
条
。
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（
25
）
告
井
氏
は
、『
大
日
本
古
記
録
』
や
『
大
日
本
史
料
』
が
、「
親
重
義
光
戒
方
来
殊
返
賜
過
状
」
の
「
戒
」
を
「
保
」
と
校
訂
す
る
誤
り
を

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
本
稿
も
こ
れ
に
倣
う
。（
告
井
幸
男
「
家
産
的
処
罰
の
展
開
」
第
一
節
註
17
。（
告
井
幸
男
『
摂
関
期
貴
族
社
会

の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
所
収
。
初
出
は
二
〇
〇
一
。）

（
26
）『
小
右
記
』
長
和
二
年
九
月
二
十
一
日
・
二
十
三
・
二
十
八
・
二
十
九
日
条
。

（
27
）『
御
堂
関
白
記
』
長
和
二
年
九
月
十
六
日
条
ほ
か
。

（
28
）『
小
右
記
』
長
和
五
年
四
月
十
八
日
条
、
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
五
月
十
一
日
条
な
ど
。
同
じ
く
寛
仁
二
年
五
月
二
十
二
日
に
は
、
資
平

の
従
者
を
傷
害
し
た
件
で
実
資
に
勘
当
さ
れ
て
い
る
が
、
二
十
四
日
に
資
平
の
口
入
に
よ
り
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
翌
年
正
月
七
日

条
や
二
月
十
九
日
条
に
も
随
身
と
し
て
扶
明
の
名
が
み
え
る
。

（
29
）『
権
記
』
当
日
条
。
な
お
、
帯
剣
や
鞍
な
ど
の
随
身
の
装
束
は
道
長
よ
り
借
り
た
も
の
で
あ
る
ら
し
く
、
翌
日
持
参
し
て
い
る
様
子
が
『
権

記
』
な
ら
び
に
『
御
堂
関
白
記
』
に
み
え
る
。

（
30
）「
競
馬
騎
者
装
束
於
二

石
清
水
一

可
レ

着
歟
、
路
間
着
二

打
懸
等
一、
不
レ

異
二

御
霊
会
一、
有
目
之
人
必
可
傾
乎
、
目
口
無
レ

益
之
世
也
」。

（
31
）『
日
本
紀
略
』
寛
仁
元
年
三
月
二
十
二
日
条
。「
廿
二
日
辛
酉
。
摂
政
内
大
臣
上
表
。
請
レ

罷
二

左
近
大
将
一。
勅
許
之
。
即
日
宣
命
。
依
二

寛
和

例
一。
可
レ

列
二

左
右
大
臣
上
一。
又
許
下

乗
二

牛
車
一

参
中

入
宮
門
上。
賜
二

左
右
近
衛
府
生
以
下
一。
為
二

随
身
兵
仗
一。
又
権
中
納
言
藤
原
教
通
卿
蒙
下

可
レ

任
二

大
将
一

宣
旨
上。」

（
32
）『
公
卿
補
任
』
長
徳
二
年
。
及
び
『
小
右
記
』
長
徳
二
年
八
月
九
日
条
。

（
33
）
道
長
は
摂
政
退
任
後
も
「
随
身
兵
仗
如
元
」
で
あ
っ
た
が
、
寛
仁
二
年
二
月
九
日
に
上
表
し
て
太
政
大
臣
な
ら
び
に
内
舎
人
の
随
身
を
辞

し
て
い
る
。
こ
の
際
に
も
内
舎
人
を
召
し
て
賜
禄
し
た
こ
と
が
、『
御
堂
関
白
記
』
同
日
条
（
裏
書
）、『
左
経
記
』
同
日
条
に
み
え
る
。

（
34
）
山
中
氏
前
掲
書
、
註
一
八
三
。
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（
35
）
山
中
氏
に
よ
れ
ば
、
寛
和
二
年
は
摂
政
が
兼
家
、
節
下
右
大
臣
為
光
、
女
御
代
尚
侍
綏
子
（
兼
家
女
）
で
あ
り
、
長
和
元
年
の
左
大
臣

（
内
覧
）
道
長
、
節
下
内
大
臣
公
季
、
女
御
代
尚
侍
威
子
（
道
長
女
）
と
よ
く
状
況
が
似
て
い
る
と
す
る
。

（
36
）
無
官
摂
政
に
つ
い
て
は
、
山
本
信
吉
「
摂
政
藤
原
兼
家
と
左
大
臣
源
雅
信
・
右
大
臣
藤
原
為
光
」（
山
本
信
吉
『
摂
関
政
治
史
論
考
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
37
）『
日
本
紀
略
』
は
八
月
二
十
七
日
と
す
る
。
な
お
、
二
十
五
日
条
に
は
大
嘗
会
の
こ
と
を
定
め
た
と
あ
る
。

（
38
）『
公
卿
補
任
』
寛
和
二
年
、『
日
本
紀
略
』
寛
和
二
年
八
月
二
十
七
日
条
。『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
、
兼
家
は
年
爵
を
固
辞
し
た
と
い
う
。

（
39
）『
葉
黄
記
』
寛
元
四
年
十
月
十
七
日
条 

摂
政
三
公
上
例
。
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